
令和５年度   （ 数学 ）授業計画表 

教科名 科目名 単位数 学年・講座 教科書名（発行所） 

数学 数学Ａ ２ ２年 新 高校の数学Ａ（数研出版） 

学習の 

ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ 

１ 日々の授業を大切にし、課題はその日のうちに仕上げよう。 

２ 学習内容は中学校で学ぶ知識を前提としているので、必要があれば復習しよう。 

３ 考査前や長期休暇等の課題・提出物は期限を守り提出しよう。 

４ 休日の家庭学習を充実させ、実力アップを図ろう。 

評価 

の 

観点 

・ 

評価 

方法 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・ 

 

 

 

・ 

場合の数と確率、図形の性質、

数学と人間の活動についての基

本的な概念や原理・法則を体系

的に理解している。 

事象を数学化したり、数学的

に解釈したり、数学的に表現・

処理したりする技能を身に付け

ている。 

・ 数学を活用して事象を多面的

にみたり論理的に考察する力、事

象の本質や他の事象との関係を

認識し総合的・発展的に考察する

力、数学的な表現を用いて事象を

簡潔・明瞭・的確に表現する力を

身に付けている。 

 

・ 

 

 

 

・ 

数学のよさを認識し数学を活

用しようとしたり、粘り強く考え

数学的論拠に基づいて判断しよ

うとしたりしている。 

問題解決の過程を振り返って

考察を深めたり、評価・改善した

りしようとしている。 

  上記の観点を踏まえて、定期考査、出席状況、授業態度、提出物、課題等を観点別に評価し、３観点の評 

価を総括する。 

 授  業  内  容 時間数 学 習 の ポ イ ン ト 

一 

 

 

 

 

 

 

学 

 

 

 

 

 

 

期 

 

１章 場合の数と確率 

１節 場合の数 

 

 

 

 

 

 

＜中間考査＞ 

 

 

２節 確率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

＜期末考査＞ 

 

 

 

 

24 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○各種集合の要素の個数を求める。 

○和の法則、積の法則を利用して、場合の数を求める。 

○順列の総数や階乗の計算、いろいろな順列の計算をする。 

○様々な場合の数を、組合せの考えを利用して求める。 

○組合せの総数を順列との関係によって求める。 

 

 

 

 

 

○表や順列・組合せの考えを活用して、確率を求める。 

○排反事象や余事象の意味を理解し、それを利用して複雑な事

象の確率を求める。 

○独立試行の意味を理解する。 

○反復試行の確率を理解し、簡単な場合の反復試行の確率を求

める。 

○条件つき確率の意味を理解し、確率を求める。 

○確率のの乗法定理を理解し、それを利用して、確率を求める。。 

○期待値を理解し、いろいろな場合の期待値を求める。 

 

 

 



二 

 

 

 

 

 

 

学 

 

 

 

 

 

 

期 

 

２章 図形の性質 

１節 平面図形 

 

 

 

 

 

 

＜中間考査＞ 

 

   

 

 

 

 

 

 

＜期末考査＞ 

 

 

２節 空間図形 

 

 

 

27 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○角の二等分線と線分の比を理解し、それを利用して辺や線分

の長さを求める。 

○三角形の外心・内心・重心の定義・性質を理解し、それらを

利用して角の大きさや線分の長さを求める。 

○円周角の定理を理解し、角の大きさを求めたり、定理の逆を

理解して活用する。 

○円に内接する四角形の性質を理解し、それを利用して角の大

きさを求める。 

○円の接線と弦のつくる角の性質を理解し、角の大きさを求め

る。 

○円の接線の長さが等しいことを理解し、辺や線分の長さを求

める。 

○方べきの定理を理解し、線分の長さを求める。 

○２つの円の位置関係を理解し、中心間の距離と半径の関係を

考察する。 

 

 

 

 

○空間における、直線と平面の関係、２平面の関係を理解し、

それらを利用して、角の大きさやそれらの関係性を求める。 

○多面体や正多面体の定義を理解し、それらの頂点、辺、面の

数を求める。 

○立体を平面で切り取ったときの切り口の形や切り取られて

できる立体について理解する。 

 

三 

 

 

 

学 

 

 

 

期 

 

３章 数学と人間の活動 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

  

 

＜学年末考査＞ 

 

課題学習 

 

 

18 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

 

○約数と倍数、素数の定義を理解する。 

○素因数分解を利用して最大値や最小値を求める。 

○ユークリッドの互除法を利用して、２数の最大公約数を求め

る。 

○２進法について理解し、２進法で表された数を10進法で表し

たり、10進法で表された数を2進法で表す。 

○地図上における特定の位置を、座標の考えのように２つの要

素で表す。 

○平面上の点の位置や、空間上の点の位置を、座標として読み

取る。 

○ゲームやパズルの攻略法などを論理的に考え、その仕組みを

考察する。 

 

 

 

○課題学習 

 総 時 間 数 70 

 


